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（１）主な目標と現状

【主な目標】

２０１０（平成２２）年度までに河川の代表的な汚

濁指標である生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）の

環境保全目標を概ね達成することなどを目標に、

水質汚濁の主な原因である生活排水の処理につ

いて重点的に対策を進めます。

また、大阪湾の水質保全については、海域の

代表的な汚濁指標である化学的酸素要求量（Ｃ

ＯＤ）や、富栄養化の原因となる窒素、りんの

排出量を一層削減するなどの対策を進めます。

【計画策定時の状況】

ＢＯＤの環境保全目標は、約６割の河川で達成

していました。

また、大阪湾の水質は、ＣＯＤ等の環境保全目

標について、湾奥部等で達成・維持していたも

のの未達成の海域もあり、季節、場所によって

赤潮や貧酸素水塊の発生が確認されていました。

【現　状】

河川のＢＯＤ濃度は、この１０年間でみると全体

的に改善または横ばいの傾向です。平成１９年度

は、河川８０水域中５８水域が環境保全目標を達成

していました（達成率７２.５％。平成１８年度は５７

水域が達成）。

また、大阪湾のＣＯＤ濃度はここ１０年間では横

ばいの状況です。平成１９年度は１５点中６点で環

境保全目標を達成していました（達成率は

４０.０％）。

図－２９ 府内主要河川におけるＢＯＤ（年平均値）

の推移

図－３０ 大阪湾のＣＯＤの推移（大阪府測定点・

表層年平均値）

（２）平成１９年度に講じた施策

①水循環の再生

■雨水利用推進都市モデル事業（「おおさか

レインボウぷろじぇくと！」）【新規】

【環境管理室　内線：３８５９】

雨水利用を推進するため、大阪府立花の文化

園に雨水を利用した植物への散水システムを設

置したほか、雨水利用に係る技術セミナーの開

催や啓発パッケージの作成などを行いました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.３７）

第４節　水環境の保全等
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図－３１ 府立花の文化園内に設置された

雨水タンク

■見出川流域における健全な水循環の構築【新規】

【環境管理室　内線：３８５９】

水質（ＢＯＤ）が平成１７、１８年度と全国ワース

ト４である見出川（貝塚市、泉佐野市、熊取町）

の流域において健全な水循環を構築するため、

環境省と連携し、地元（市民団体、小学校、行

政等）とともに平成２０年１月に「見出川流域水

循環再生協議会」を設立し、見出川の健全な水

循環の再生に向けた計画づくりの協議を始めま

した。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.２１３）

■寝屋川流域清流ルネッサンスⅡ

【河川室　内線：２９５２】

「寝屋川流域水循環系再生構想」の実現に向

け、平成２３年を目標年として、平成１６年５月に

策定された寝屋川流域清流ルネッサンスⅡ（第

二期水環境改善緊急行動計画）に基づき、河川

事業や下水道事業、住民協働による生活排水対

策など、流域全体で水質改善、流量確保、水辺

環境の整備を図りました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.４０２）

②水環境の保全

■総量削減計画の策定及び推進

【環境管理室　内線：３８５４】

閉鎖性の高い大阪湾の水質を改善するために

は、流入する汚濁負荷を削減することが必要で

す。

このため、化学的酸素要求量（ＣＯＤ）、窒素、

りんの３項目について、排出される汚濁負荷の

総量を一層削減するため、平成２１年度を目標年

度とした第６次総量削減計画を平成１９年６月に

策定し、取組みを推進しています。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.２１４）

■流域下水道事業の推進

【下水道室　内線：３９５９】

大阪湾や河川等の公共用水域の水質改善のた

め、流域下水道の幹線管渠、ポンプ場、水みら

いセンター（下水処理場）の整備を進めていま

す。水みらいセンターにおいては、富栄養化の

原因である窒素・りん等を除去する高度処理施

設の建設を１０ヶ所の水みらいセンターで実施

し、そのうち、原田水みらいセンターで処理能

力１８,２５０ｍ３/日、今池水みらいセンターで処理

能力３４,０００ｍ３/日、狭山水みらいセンターで処

理能力２０,３７５ｍ３/日の増設工事が完了しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.２４１）

図－３２ 高度処理施設を増設した

今池水みらいセンター

【寝屋川流域水循環系再生構想】 
寝屋川流域が国の都市再生プロジェクト（第３次決定 
都市環境インフラの再生・水循環系の再生）のモデル 
流域に選定されたことを受け、平成15年6月に、寝屋 
川流域協議会（水環境部会）が策定。 
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■大阪府生活排水処理実施計画の推進

【環境管理室　内線：３８５４】

平成１５年３月に策定した「大阪府生活排水処

理実施計画」に基づき、地域特性に応じた効率

的かつ効果的な処理施設整備を進めるため、市

町村に対して技術的指導・支援を行い、太子町

で生活排水処理計画の見直しが行われました。

また、より地域の実情に即した処理方法の選択

が行えるよう経済性比較手法の改良を行い、市

町村に提供しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.２１１）

■浄化槽設置状況の把握事業

【環境衛生課　内線：２５７７】

平成１８年２月施行の改正浄化槽法で、浄化槽

設置者に対する府の指導監督権限が強化された

ことに伴い、浄化槽の設置状況の把握を行うと

ともに、適正な維持管理の徹底指導を行ない、

浄化槽の所期性能を担保することにより、公共

水域の負荷削減に取り組みました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.１６４）

■浄化槽整備事業の推進

【環境衛生課　内線：２５７７】

生活排水対策やトイレの水洗化による生活環

境の改善に効果的な合併処理浄化槽の設置をさ

らに促進するため、個人が浄化槽を設置する際

の費用の一部を助成する「浄化槽設置整備事業

（個人設置型）」、及び、市町村が主体となって各

戸ごとに浄化槽を整備し、使用料を徴収して管

理運営する「浄化槽市町村整備推進事業（市町

村設置型）」を実施する市町村に対して補助金を

交付し、より一層の浄化槽整備を図りました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.２０５）

■家庭における生活排水対策の普及啓発

【環境管理室　内線：３８５９】

平成１８年度に設定した「大阪府生活排水対策

推進月間」（２月）を中心に、府民一人ひとりの

家庭において、できるだけきれいに水を流す取

組みの普及啓発を行っています。

平成１９年度は、月間の取組みの一環として、

泉州地域での活動事例の報告を踏まえ私たちが

身近な川を守るためにできることを考える「水

かんきょうシンポジウムｉｎ泉州」を環境省と

の共催により開催したほか、小学校での出前授

業等を行いました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.２１１）

図－３３ 水かんきょうシンポジウムｉｎ泉州

■大阪湾再生行動計画のフォローアップ

【環境管理室　内線：３８５４】

【環境農林水産総合研究所 ０６-６９７２-７６３４】

国の関係省庁や大阪府をはじめ、１０府県市な

どで構成する「大阪湾再生推進会議」が平成１５

年度に策定した「大阪湾再生行動計画」のフォ

ローアップとして、一斉水質調査（海域２０８点、

河川２５３点）などを実施しました。

また、環境省の環境技術実証モデル事業に実

証機関として参画し、微細気泡で曝気を行うこ

とにより水質改善を図る技術の実証試験を高石

漁港において行いました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.２１２）
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図－３４ 水質調査の様子

③地盤環境の保全

■地盤沈下対策の推進

【環境管理室　内線：３８０９】

地盤沈下を未然に防止するため、地下水位・

地盤沈下量の常時監視、生活環境の保全等に関

する条例等に基づく地下水採取事業者に対する

指導、地下水採取量の把握等の対策を実施しま

した。

また、地下水採取量をより適確に把握するた

め、平成２０年１月１日から地下水採取量報告対

象地域を府全域に拡大しました。

（環境関連主要事業（決算額）一覧 ＮＯ.２４４）
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